
外科系 呼吸器外科コース

世界と勝負する胸部腫瘍外科医を目指して

スタッフ
◆ 松隈 治久 ・日本外科学会専門医・指導医

・日本呼吸器外科学会専門医
・日本胸部外科学会認定医
・日本呼吸器外科学会評議員

◆ 梅田 翔太 ・日本専門医機構認定外科専門医
・日本医師会認定産業医

◆ 中原 理恵 ・日本外科学会専門医
・日本呼吸器外科専門医
・日本呼吸器外科学会評議員

週間スケジュール

夕方以降午後午前朝

呼吸器科合同カンファレンス手術 病棟研修手術月

呼吸器外科カンファレンス気管支鏡病棟・外来研修火

チェストカンファレンス手術 病棟研修手術水

グランドカンファレンス病棟研修病棟・外来研修呼吸器病理抄読会木

手術 病棟研修手術金

呼吸器外科コースでは肺癌を主な対象疾患とし、他に胸膜腫瘍、縦隔腫瘍、転移性肺腫瘍なども含めて外科
治療を主とする診断から治療までの総合的な能力の向上を目指した研修をおこないます。そのために診断部門
として画像診断と病理部をローテーションし、集学的治療を学ぶために化学療法科、放射線治療部を学んでも
らいます。化学療法部門では実際の肺癌に対する化学療法の実際を研修するとともに、臨床試験のなかでいか
に標準治療が作られるかについても学んでもらいます。緩和ケア部等の研修にて肺癌患者を総合的に診療でき
るようになることも重要と考えています。消化器・一般外科研修も可能であり、レジデントの希望に応じてカ
リキュラムを編成しています。呼吸器外科では肺癌の手術を中心に主として胸腔鏡下手術を最低30例は執刀
医として経験できるよう配慮しています。カンファレンスは月曜日に呼吸器科合同カンファレンス、水曜日に
チェストカンファレンス（手術症例の画像と病理の比較検討）、木曜日に呼吸器病理抄読会を行っており、ま
た各種学会発表や論文発表に関しても指導し学問的な能力の向上も図っています。


